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3学期始業式 
 １月６日（木）３学期始業式を行いました。校長先生の式辞では、ある

民間企業が新入社員に求めていることを例に、稲取高校での学びを通して

自ら考え判断し行動できるようになってほしい、と話されました。 

スーツ着こなし講座  
 1月12日(水) 3年生を対象に、スーツ着こなし講座を実施しました。卒

業を間近に控えて、大学生・専門学校生・社会人としての服装のマナーを学

ぶことがこの講座の目的です。洋服の青山伊東店店長を講師に招き、社会人

としての服装の着こなしについて学びました。「よいスーツを選ぶポイン

ト」ではなく、「社会人として着用してはいけない服装、社会人として相手

に失礼になる服装、避けた方がよい服装」という逆説的に解説を行っていま

した。 

スーツ着こなし講座 32HR 磯谷 美海（河津中学校） 

 スーツ着こなし講座を受講しました。社会人として身だしなみを整えるこ

との重要性、TPOにあった服装について、自分にあったスーツ選びのポイン

トなどを解説していただきました。講師の先生はとてもやさしそうな方で、

説明がとても分かりやすかったです。 

 私は、卒業後には看護学校に進学することが決まっています。そして、専

門学校卒業後には、患者さんに信頼される看護師になることが目標です。医

療従事者としての知識・技能だけでなく、正しい服装の着こなしをはじめと

した社会人としてのモラルや心得を守ることの大切さを、今回の講座を通し

て学びました。今回の講座で学んだことを、今後に生かしていきたいです。 

税の教室  
 1月12日(水) １年生を対象に、税の教室を実施しました。国民として納

税が義務付けられていることや、税金の大切さ、税には種類があること、所

得税と消費税の違いなど、税に関する様々を知識を学ぶことができました。 

生徒一人一台パソコンの研究を実施しています 
 3学期より、1年生全生徒に一人一台のパソコンを配布しております。これによ

り、GIGAスクール構想を見据えた新しい学びの研究を行っております。 

 今年度より、稲取高校は静岡県教育委員会が実施するオンリーワンハイスクール

（フューチャーハイスクール部門）の指定校となっております。各生徒へ配布したパ

ソコンは、それを活用して準備しました。 

 このパソコンは、校内では常にオンライン接続されており、インターネットを介し

た学習にも対応しています。この端末を用いて家庭学習を行いたい生徒に対して

は、家庭への持ち帰りも許可しております。 

 授業や教科の学習での利用の他に、教育活動の様々な場面での活用を研究して

います。新型コロナウイルス感染症対策として、各生徒は毎朝の検温と健康観察表

を提出していますが、3学期よりこれをオンライン上で入力しています。養護教諭

はリアルタイムで生徒の健康観察をできるようになりました。1月末に実施予定の

生徒総会（生徒会長選挙）は、密を避けるためこの端末を通して実施する計画で

す。 



稲取高校探究学習×静岡大学 

 

全校スポーツ大会 

 12月20日(月)2学期最終日に、全校スポーツ大会が実施されました。

バレーボールと卓球の2種目でした。3年生上級生としての貫禄を見せ、

総合優勝は３３HR、準優勝は３２HRでした。  

 

＜令和３年度 全校スポーツ大会結果＞ 

男子バレーボールの部 １位 33HR、２位 12HR、３位 32HR 

女子バレーボールの部  １位 21HR、２位 22HR、３位 12HR 

男子卓球の部   １位 23HR 、２位 33A 、３位 33B 

女子卓球の部   １位 3132B 、２位 3132A 、３位 23A 

総合順位    １位 33HR 、２位 32HR 、３位 23HR  

1月～の主な予定 

1月31日(月)‐2月2日(水) 学年末試験(3年生) 

2月10日(木)  マラソン大会（15日予備日） 

2月17日(木)  進路ガイダンス(1年生) 

2月24日(木)‐3月2日(水) 学年末テスト(1、２年生) 

 2月15日(木)には、マラソン大会が予定されています。会場は、

東伊豆町クロスカントリーコースで、男子は3周(約9㎞)・女子は2

週(約６㎞)となっています。 

 1月2１日(金)1年生を対象に、静岡大学オンライン訪

問を行いました。当初は実際に静岡大学を訪問する予定

でしたが、新型コロナウイルス感染対策としてオンライ

ン開催に変更になりました。 

 初めに、阿部耕也教授による講義「東伊豆フィールド

ワークについて」を受講しました。伊豆地域の活性化に

対して、どのような活動を行われているのかを学びまし

た。続いて、宇賀田教授の「大学ってどんなところ？」 

を受講しました。この講座では、大学の学びと高校の学

びの違いについてや、将来を見据えて高校生活をどのよ

うに過ごせばよいかというアドバイスを受けました。 

 後半には、7名ほどの班に分かれてワークショップを

行いました。現役の静岡大学生と、自己紹介やクイズな

どをを通して交流を行いました。稲取高校生からは、大

学生がどのような学校生活を送っているかという質問も

ありました。 

 今回の静岡大学オンライン訪問は、静岡大学の方々がわかりやすく丁寧なプレ

ゼンをしてくださったり、当日の大学の景観を見せてくださったおかげで、リ

モートでありながらも距離の壁を感じることなく、楽しく受講することができま

した。 

 地域創造学環の活動の説明では、イベント「キンメナーレ」の話が最も興味深

かったです。「キンメナーレ」とは稲取の名産であるキンメ×ラテン語で泳ぐと

いう意味のナーラをかけ合わせたもので、キンメのように大きく目を開き東伊豆

町の明るい未来を見据えるようにという由来があります。企画運営した大学生の

みなさんは、このイベントを通して人と人との繋がりの重要性や対面で話すこと

の大事さを学んだそうです。ミーティングの参加率の分析や、イベントの目的と

手段のズレの確認など、イベント後に客観的かつ緻密に振り返りを行ったことも

教えてもらいました。イベントを実行するだけでなく、自分たちの活動を分析し

次回に繋げていくという点は、とても参考になりました。 

 オンラインワークショップでは、大学生の方々とは初対面でしたがとても楽し

く交流することができました。特に、こもりんさんの、「人生は回転寿司だか

ら、何事も手を伸ばし食べてみて、自分に合う合わないを試してみるといい」と

いう言葉は、チャレンジ精神が少し欠ける私を勇気づけてくれるものとなりまし

た。 

 今回のオンライン訪問では、様々な学びがありました。機会がありましたら、

実際に静岡大学を訪問して今回の続きを行いたいです。 

13HR 高橋 怜子（下田中学校） 

▲オンラインを介して、熱心に大学生

の説明をく様子 


